
 

 

 

 

 

白天目茶碗 

天目
てんもく

茶碗
ちゃわん

のうち、白い釉薬
ゆうやく

で装飾したものは「 白
はく

天目
てんもく

茶碗
ちゃわん

」と呼ばれ、国内の伝世品
でんせいひん

は３点のみ知ら

れています。白天目茶碗は、天
てん

正
しょう

元年（1573）11

月に織田信長が催
もよお

した茶会で用いられ、大名物と

して珍重
ちんちょう

されていました。 

 

使用例 

天目茶碗：浦畑遺跡出土、天目台：参考品(現代) 


